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　平成26年第４回定例議会が、平成26年9月1日（月）より、9月30日
（火）までの30日間で開催されました。 
　９月議会は、決算認定・補正予算・条例の改正・陳情等の審議（提
出議案は、市長提出12件、議員提出２件、認定９件、陳情４件）を行
いました。
　公明党市議団は、今議会においても、市民の代弁者として、生活者
優先の住みよい活力のある街づくりを目指して、決算審議・各常任委
員会審議・一般質問を行い、市長を中心とする執行部に対して徹底的
に論戦を行いました。その後、討論・採決を行い、閉会となりまし
た。

公明

蕨市議会・平成26年第4回 蕨市議会定例会

第10回 公明党全国大会

わ

ら
び～新たな衆望担い新時代開こう～

代表あいさつ　山口那津男

　公明党結党50年を迎え、不変の原点である「大衆とともに」の立党
精神を全身にみなぎらせ、「次の50年」への新たな党の基盤を築き、
次代を担う人材群を輩出すべく努力してまいります。
　50年前、「庶民の声を代弁する政党はないのか」という国民の期
待、衆望を担い、公明党は庶民の中から誕生しました。戦後、日本政
治の中で50年という歴史を刻み、党創立者のもとで節目を迎える政党
は唯一、公明党だけであります。その間、福祉、教育、環境、平和な
どの分野で実績と信頼を重ね、今や国政の一翼を担う政党にまで発展
致しました。
　重要政治課題としては、引き続き東日本大震災からの復興加速、経
済再生、社会保障と税の一体改革を優先課題として取り組み、外交面
では中韓両国との関係改善へ首脳会談の実現を後押してまいります。
その上で、わが国が避けて通れない三つの課題について申し上げた
い。第一に、地方創生と女性・若者の活躍の促進です。第二の課題は
防災・減災対策です。そして、第三に消費税への対応です。
　さあ、「結党50年」から「次の50年」への出発です！　その緒戦と
なるのが、所属議員の半数以上が改選される明年春の統一地方選挙で
す。公明系候補の地方議会初進出から60年の節目にも当たる統一地方
選は、人口減少の中で地方創生をどの党が担う力があるかが問われま
す。地方議会からスタートし、地方議会に軸足を置いてきた公明党だ
からこそ、地方創生に力を発揮することができます。統一選、全員当
選を果たしていこうではありませんか！　　　　　　　  （一部抜粋）

※Yahoo で「公明党蕨支部」「蕨市公明党」と検索すると検索結果のトップページに掲載されています。

http//www.komei-warabi.com

﹇
質
問
﹈
小
中
学
校
の
体
育
館
を
夜

間
利
用
し
て
い
る
団
体
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ

を
利
用
出
来
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
夜
間
に
学
校
体
育
館
を
利

用
し
て
い
る
団
体
が
活
動
中
に
万
が

一
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

校
舎
入
り
口
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
玄
関
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て

校
舎
内
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
利
用
団
体
へ
の
周
知
徹
底
と

掲
示
物
へ
の
追
加
記
載
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
市
と
消
防
本
部
が
連
携
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
夜
間
営
業

し
て
い
る
店
舗
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
出

来
る
よ
う
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

﹇
答
弁
﹈夜
間
使
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

消
防
・
警
察
署
等
以
外
は
、
ほ
と
ん

ど
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
や

夜
間
営
業
し
て
い
る
店
舗
等
に
設
置

し
て
い
け
る
よ
う
店
舗
に
協
力
を
求

め
て
ま
い
り
た
い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
問
題
点
も
あ
り
ま
す
の

で
、
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
の
設
置
に
向
け

て
は
、
全
国
的
な
需
要
、
動
向
を
見

極
め
、研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
盗

難
防
止
ボ
ッ

ク
ス
等
を
設

置
す
る
な
ど
、

夜
間
、
休
日

で
も
使
用
で

き
な
い
か
関

係
部
局
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
安
否
確
認
と
参
集

方
法
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
災
害
発
生
後
の
市
役
所
、

消
防
、
学
校
。
保
育
園
、
水
道
部
、

病
院
等
の
職
員
の
安
否
確
認
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ

る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
勤
務
時
間
外
ま
た
は
休
日

等
に
発
災
し
た
場
合
は
、
各
所
属
で

整
備
し
て
い
る
職
員
緊
急
連
絡
網
に

よ
る
参
集
の
連
絡
の
際
に
、
同
時
に

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
災
害
発
生
時
に
そ
れ
ぞ
れ

の
職
員
を
参
集
さ
せ
る
方
法
は
。

﹇
答
弁
﹈
職
員
緊
急
連
絡
網
を
用
い

参
集
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま

す
。
連
絡
手
段
は
、
自
宅
の
電
話
や

携
帯
電
話
を
主
と
し
、
通
じ
な
い
場

合
に
は
、
メ
ー
ル
に
よ
り
対
応
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
家
族
等
の
安
全
が

確
保
さ
れ
な
い
な
ど
、
直
ち
に
参
集

が
困
難
な
場
合
に
は
、
所
属
長
に
報

告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
全
職
員
が
自
動
参
集
す
る

体
制
と
し
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
保
育
園
、
小
中
学
校
の
子

供
達
の
安
否
確
認
を
保
護
者
に
は
ど

の
様
に
伝
え
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
地
震
等
災
害
時
、一
斉
メ
ー

ル
に
よ
っ
て
、
学
校
ご
と
に
現
状
を

配
信
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
が

緊
急
避
難
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子

供
た
ち
を
校
内
に
留
め
置
い
て
保
護

し
、
保
護
者
に
引
き
渡
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
保
育
園
で
は
、「
保
育
園
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
も
と
づ
き
、
被
害
状

況
・
避
難
先
を
園
に
掲
示
す
る
と
と

も
に
、電
話
、災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
等
、

そ
の
時
点
で
使
用
可
能
な
方
法
を
活

用
し
、
保
護
者
へ
の
連
絡
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
平
成
23
年
定
例
会
で
の
質

問
以
降
、
猛
暑
対
策
・
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
の
効
果
効
用

と
そ
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
の
研

究
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

﹇
答
弁
﹈
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
冷
房
、
癒
や
し
の
効
果

の
ほ
か
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

や
、
真
夏
の
猛
暑
対
策
に
お
い
て
一

定
の
効
果
が
あ
る
物
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
。
他
市
の
先
進
事
例
を
み
ま

す
と
、ミ
ス
ト
の
冷
却
効
果
が
風
速
・

湿
度
な
ど
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
冷
却
効
果
が
有
効
と
な

る
一
定
の
気
象
条
件
を
満
た
し
た
と

き
に
限
り
自
動
運
転
を
行
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」（
新
教
育
長
の
任
命

等
）
は
来
年
４
月
１
日
に
施
行
と
な

る
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
見
解
、

及
び
今
後
の
計
画
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
主
な
改
正
内
容
は
、
教
育

委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新

「
教
育
長
」
の
設
置
や
「
総
合
教
育

会
議
」
の
設
置
、
教
育
長
へ
の
チ
ェ

ツ
ク
機
能
の
強
化
な
ど
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
改
正
法
で
は
、
施

行
日
に
お
い
て
在
任
中
の
教
育
長
は
、

そ
の
教
育
委
員
と
し
て
の
任
期
が
満

了
す
る
ま
で
、
現
行
制
度
の
教
育
長

と
し
て
在
職
し
、
徐
々
に
新
制
度
に

移
行
し
て
い
く
な
ど
、
様
々
な
経
過

措
置
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
更
な
る
情
報
収
集
に
努
め
、

来
年
４
月
の
改
正
法
の
施
行
に
向
け

て
、
慎
重
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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松
本

　徹 

議
員

公
共
施
設
の
再
整
備
・
再
配
置
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
公
共
施
設
の
再
整
備
・
再
配
置

の
現
状
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

﹇
答
弁
﹈
現
在
あ
る
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
施
設
利
用
者
の
安
心
安
全
性
等
を

確
保
で
き
る
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
、

施
設
の
耐
震
化
や
長
寿
命
化
を
図
り
つ

つ
も
、
公
平
性
や
必
要
性
、
効
率
性
な

ど
の
視
点
か
ら
再
評
価
を
行
い
、
施
設

全
体
の
総
量
の
削
減
を
目
指
す
と
し
た

再
整
備
・
再
配
置
の
方
針
を
示
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将
来

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
計
画
に
お
き
ま
し
て
設

備
投
資
や
管
理
運
営
に
要
す
る
コ
ス
ト

の
最
小
化
や
、
施
設
を
最
大
限
有
効
活

用
す
る
た
め
、
管
理
・
活
用
す
る
手
法

と
し
て
知
ら
れ
る
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、｢

行
財
政
改
革

の
更
な
る
推
進｣

の
項
目
に
「
公
共
施
設

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進｣

を
示
す
と
と
も
に
現
在
策
定
作
業
中
の
、

｢

わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン｣

に
次
ぐ
、

新
た
な
行
政
改
革
プ
ラ
ン
の
推
進
項
目

に
も
位
置
付
け
、
進
行
管
理
を
行
っ
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
計
画
と
し
ま
し
て
は
、
実
現

計
画
で
も
示
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
、

ま
ず
は
、
来
年
度
に
か
け
て
、
公
共
施

設
の
総
量
や
利
用
状
況
、
経
費
な
ど
を

ま
と
め
た
白
書
を
作
成
し
、
そ
の
後
、

公
共
施
設
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
方
針
を
取
り
ま
と
め
た

上
で
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
の
一
元
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
保
有

施
設
を
経
営
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
総

合
的
な
活
用
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

改
正
生
活
保
護
法
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
改
正
生
活
保
護
法
並
び
に
来
年

度
施
行
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の

内
容
に
つ
い
て

﹇
答
弁
﹈「
改
正
生
活
保
護
法
の
内
容
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
保
護
か
ら
の

自
立
を
促
す
と
と
も
に
、
生
活
保
護
脱

却
直
後
の
不
安
定
な
生
活
を
支
え
、
再

度
保
護
に
至
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
就
労
自
立
給
付
金
」

が
創
設
さ
れ
、
安
定
し
た
職
業
に
就
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
26
年
７
月
１
日

以
降
に
生
活
保
護
が
廃
止
と
な
っ
た
方

か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の

内
容
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
増
大
す
る

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、
生
活
保
護
に

至
る
前
の
段
階
で
早
期
に
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
困
窮
状
態
か
ら
の
自
立

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
現
金
の
給
付
に
よ
っ
て
最
低
限
度
の

生
活
を
維
持
し
自
立
に
向
け
た
支
援
を

行
う
生
活
保
護
制
度
に
対
し
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
は
、
原
則
的
に
は

現
金
給
付
を
伴
わ
ず
、
自
立
に
向
け
た

人
的
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
高
齢
者
福
祉
の
一
環
と
し
て
の

事
業
で
あ
る
訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美

容
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

﹇
答
弁
﹈
理
美
容
券
を
利
用
で
き
る
店
舗

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
３
月
末
現
在

で
理
容
店
が
52
店
舗
、
美
容
店
が
55
店

舗
で
、
理
美
容
店
は
、
利
用
さ
れ
た
理

美
容
券
を
取
り
ま
と
め
て
、
市
へ
委
託

料
を
請
求
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
平
成
25
年
度
の
「
訪
問
理
美
容
券
」

の
交
付
者
数
は
83
人
、
利
用
枚
数
は
211

枚
で
、
利
用
率
75.6
％
、「
福
祉
理
美
容
券
」

の
交
付
者
数
は
1,996
人
、
利
用
枚
数
は
6,727

枚
で
、
利
用
率
は
68.1
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

市
内
の
見
沼
代
用
水
路
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
　

﹇
質
問
﹈
市
内
の
見
沼
代
用
水
路
の
環
境
整

備
の
現
状
と
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

﹇
答
弁
﹈
見
沼
代
用
水
の
現
状
で
あ
り
ま

す
が
、蕨
市
内
を
流
れ
る
見
沼
代
用
水
は
、

水
利
権
を
有
す
る
組
合
員
で
組
織
さ
れ

る
見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区
が
管
理
・

運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
の
都
市

化
に
伴
い
潅
漑
用
水
と
し
て
の
機
能
が

低
く
な
り
、
流
量
や
流
速
が
な
く
、
北

町
５
丁
目
地
内
の
ヘ
ド
ロ
堆
積
を
は
じ

め
、
錦
町
５
丁
目
地
内
の
春
日
公
園
周

辺
に
お
い
て
は
、

素
堀
の
水
路
が

蛇
行
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、

ヘ
ド
ロ
が
堆
積

し
や
す
く
、
ま

た
、
ゴ
ミ
の
投

棄
な
ど
に
よ
り

悪
臭
等
を
漂
わ

せ
る
な
ど
、
環

境
悪
化
を
招
い

て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
蕨
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

毎
年
、
見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区
に
対

し
て
、
計
画
的
な
環
境
対
策
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
当
該
水
路
は
県

内
広
域
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
ヘ
ド

ロ
等
の
除
去
作
業
に
は
か
な
り
の
費
用

と
時
間
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
、
思
う

様
な
改
善
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
22
年
度

に
本
市
の
負
担
に
お
い
て
、
春
日
公
園

北
側
新
曽
用
水
の
一
部
区
間
に
お
い
て
、

ゴ
ミ
浮
遊
物
の
除
去
、
ヘ
ド
ロ
の
浚
渫

及
び
護
岸
工
事
を
実
施
し
、
改
善
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
の
流

れ
の
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
計
画
的
な

改
善
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
見

沼
代
用
水
土
地
改
良
区
に
対
し
、
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　

  

高
橋

　悦
朗 

議
員

本
市
の
災
害
状
況
及
び
災
害
対
策
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
過
去
に
お
け
る
甚
大
な
災
害
と

そ
の
被
害
・
避
難
状
況
、
そ
の
後
の
災

害
対
策
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
記

録
的
豪
雨
時
に
、
国
土
交
通
省
が
提
供

し
て
い
る
Ｘ
バ
ン
ド
Ｍ
Ｐ
レ
ー
ダ
ー
雨

量
情
報（
Ｘ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
）を
活
用
し
た「
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
行
動
計
画

の
実
施
は
で
き
な
い
か
。

﹇
答
弁
﹈
昭
和
33
年
の
狩
野
川
台
風
で
は
、

全
町
の
９
割
に
あ
た
る
約
8700
世
帯
が
浸

水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

41
年
の
台
風
４
号
で
は
、
約
9800
世
帯
の

浸
水
被
害
が
あ
り
、
65
世
帯
166
人
が
、

小
中
学
校
や
公
民
館
に
避
難
し
て
い
ま

す
。
災
害
対
策
と
し
て
は
、
水
防
本
部

に
よ
る
水
防
対
策
、
罹
災
者
の
救
出
、

自
衛
隊
に
よ
る
給
水
や
消
毒
、
町
内
会

に
よ
る
炊
き
出
し
、
日
本
赤
十
字
社
救

護
班
の
診
療
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
災
害
発
生
前
の

猶
予
時
間
を
利
用
し
て
事
前
の
防
災
行

動
を
行
い
、
被
害
の
最
小
化
や
発
災
後

の
早
期
復
旧
を
実
現
す
る
ア
メ
リ
カ
発

祥
の
防
災
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
荒
川
下
流
域
に
お
い
て
は
、
す
で
に

荒
川
下
流
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
試
行
版
が
策
定
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
当
面
は
情

報
収
集
し
て
研
究
し
ま
す
。

官
民
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈総
合
地
所（
株
）と
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
係
る
ま
ち
づ
く
り
協
力
協
定

締
結
の
経
緯
と
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

﹇
答
弁
﹈
北
町
１
丁
目
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
を
予
定
し
て
い
る
総
合
地
所
か
ら
、

蕨
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
事
業
の
話
を
受
け
、
当

該
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
は
、
本
市
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
あ
る
防
災
や
子
育
て
支
援
、

住
環
境
整
備
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
今

回
の
協
力
協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
周
辺
住
民
も
利
用
で
き
る
非
常
用
飲

料
水
生
成
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
認
可
保

育
園
開
設
、
地
域
の
憩
い
の
場
と
な
る

緑
地
空
間
の
整
備
、
全
世
帯
の
町
会
加

入
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

﹇
質
問
﹈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
方
向
性
、
ブ
ラ
ン
チ
や
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
人
員
増
等
に
よ

る
機
能
強
化
は
で
き
な
い
か
。

﹇
答
弁
﹈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
的
な

存
在
で
あ
り
、「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
」

「
認
知
症
施
策
の
推
進
」「
生
活
支
援
の

充
実
・
強
化
」
な
ど
の
新
規
事
業
が
求

め
ら
れ
、
ブ
ラ
ン
チ
や
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
在
宅
介
護
を
支
え
る
24
時
間
定

期
巡
回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
・
看
護

サ
ー
ビ
ス
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に

つ
い
て
は
市
内
に
１
カ
所
開
設
さ
れ
て

い
る
が
、
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
・
看
護
と
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
市
内
に
参
入
す
る
事
業
者
が

無
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

他
市
の
事
例
も
参
考
に
し
、
参
入
す
る

た
め
の
条
件
等
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
本
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
要
介
護
度
別
入
所
状
況
、
ま
た
申
込

の
重
複
解
消
の
た
め
名
寄
せ
作
業
を
し

た
待
機
者
の
実
数
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。

﹇
答
弁
﹈
平
成
26
年
３
月
の
特
養
の
入
所

状
況
は
、
要
介
護
１
は
９
人
、
２
は
24
人
、

３
は
39
人
、
４
は
72
人
、
５
は
83
人
の

計
227
人
と
な
っ
て
お
り
、
４
月
現
在
で

県
が
確
認
し
た
蕨
市
民
の
実
待
機
者
数

は
188
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

対
策
と
し
て
、
ロ
コ
モ
の
周
知
と
ロ
コ

モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
普
及
啓

発
は
で
き
な
い
か
。

﹇
答
弁
﹈
運
動
器
症
候
群
の
こ
と
で
あ
り
、

通
商
「
ロ
コ
モ
」
と
言
わ
れ
、
予
防
と

し
て
は
、「
ロ
コ
ト
レ
」
と
し
て
「
ス
ク

ワ
ッ
ト
」
や
「
開
眼
片
足
立
ち
」
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

「
健
康
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

や
「
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
」
に
お
い
て

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

﹇
質
問
﹈要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
の「
生

き
が
い
づ
く
り
」「
社
会
参
加
促
進
」
施

策
と
し
て
の
「
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
」
や
生
活
習
慣
病
予
防

と
な
る
「
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
実
施
し
、
歩
き
を
基
本
と
し
た
「
ス

マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」を
目
指
し
、

「
健
幸
」
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

[
答
弁]
　 

既
に
自
治
体
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
わ
ら

び
健
康
ア
ッ
プ
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

一
人
一
人
が
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で

「
健
康
密

度
も
日
本

一
」
を
目

指
し
た
ま

ち
づ
く
り

を
推
進
し

て
ま
い
り

ま
す
。　

　

  

大
石

　幸
一 

議
員

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
夜
間
利
用
と

コ
ン
ビ
ニ
設
置
に
つ
い
て
　

﹇
質
問
﹈
夜
間
に
使
用
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

つ
い
て

﹇
答
弁
﹈
現
在
、
市
と
し
て
把
握
し
て
お

り
ま
す
の
は
、
蕨
市
役
所
庁
舎
１
台
・

蕨
市
消
防
本
部
蕨
市
消
防
署
３
台
・
塚

越
分
署
１
台
・
蕨
市
立
病
院
１
台
、
蕨

警
察
署
１
台
、
蕨
西
口
み
ゆ
き
商
店
街

が
設
置
し
た
１
台
を
合
わ
せ
ま
す
と
、

合
計
８
台
が
24
時
間
使
用
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

一 
般 

質 

問
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2014年秋冬号

　平成26年第４回定例議会が、平成26年9月1日（月）より、9月30日
（火）までの30日間で開催されました。 
　９月議会は、決算認定・補正予算・条例の改正・陳情等の審議（提
出議案は、市長提出12件、議員提出２件、認定９件、陳情４件）を行
いました。
　公明党市議団は、今議会においても、市民の代弁者として、生活者
優先の住みよい活力のある街づくりを目指して、決算審議・各常任委
員会審議・一般質問を行い、市長を中心とする執行部に対して徹底的
に論戦を行いました。その後、討論・採決を行い、閉会となりまし
た。

公明

蕨市議会・平成26年第4回 蕨市議会定例会

第10回 公明党全国大会

わ

ら
び～新たな衆望担い新時代開こう～

代表あいさつ　山口那津男

　公明党結党50年を迎え、不変の原点である「大衆とともに」の立党
精神を全身にみなぎらせ、「次の50年」への新たな党の基盤を築き、
次代を担う人材群を輩出すべく努力してまいります。
　50年前、「庶民の声を代弁する政党はないのか」という国民の期
待、衆望を担い、公明党は庶民の中から誕生しました。戦後、日本政
治の中で50年という歴史を刻み、党創立者のもとで節目を迎える政党
は唯一、公明党だけであります。その間、福祉、教育、環境、平和な
どの分野で実績と信頼を重ね、今や国政の一翼を担う政党にまで発展
致しました。
　重要政治課題としては、引き続き東日本大震災からの復興加速、経
済再生、社会保障と税の一体改革を優先課題として取り組み、外交面
では中韓両国との関係改善へ首脳会談の実現を後押してまいります。
その上で、わが国が避けて通れない三つの課題について申し上げた
い。第一に、地方創生と女性・若者の活躍の促進です。第二の課題は
防災・減災対策です。そして、第三に消費税への対応です。
　さあ、「結党50年」から「次の50年」への出発です！　その緒戦と
なるのが、所属議員の半数以上が改選される明年春の統一地方選挙で
す。公明系候補の地方議会初進出から60年の節目にも当たる統一地方
選は、人口減少の中で地方創生をどの党が担う力があるかが問われま
す。地方議会からスタートし、地方議会に軸足を置いてきた公明党だ
からこそ、地方創生に力を発揮することができます。統一選、全員当
選を果たしていこうではありませんか！　　　　　　　  （一部抜粋）

※Yahoo で「公明党蕨支部」「蕨市公明党」と検索すると検索結果のトップページに掲載されています。

http//www.komei-warabi.com

﹇
質
問
﹈
小
中
学
校
の
体
育
館
を
夜

間
利
用
し
て
い
る
団
体
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ

を
利
用
出
来
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
夜
間
に
学
校
体
育
館
を
利

用
し
て
い
る
団
体
が
活
動
中
に
万
が

一
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、

校
舎
入
り
口
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
玄
関
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て

校
舎
内
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
利
用
団
体
へ
の
周
知
徹
底
と

掲
示
物
へ
の
追
加
記
載
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
市
と
消
防
本
部
が
連
携
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
夜
間
営
業

し
て
い
る
店
舗
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
出

来
る
よ
う
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

﹇
答
弁
﹈夜
間
使
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

消
防
・
警
察
署
等
以
外
は
、
ほ
と
ん

ど
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
や

夜
間
営
業
し
て
い
る
店
舗
等
に
設
置

し
て
い
け
る
よ
う
店
舗
に
協
力
を
求

め
て
ま
い
り
た
い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
問
題
点
も
あ
り
ま
す
の

で
、
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
の
設
置
に
向
け

て
は
、
全
国
的
な
需
要
、
動
向
を
見

極
め
、研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
盗

難
防
止
ボ
ッ

ク
ス
等
を
設

置
す
る
な
ど
、

夜
間
、
休
日

で
も
使
用
で

き
な
い
か
関

係
部
局
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
安
否
確
認
と
参
集

方
法
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
災
害
発
生
後
の
市
役
所
、

消
防
、
学
校
。
保
育
園
、
水
道
部
、

病
院
等
の
職
員
の
安
否
確
認
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ

る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
勤
務
時
間
外
ま
た
は
休
日

等
に
発
災
し
た
場
合
は
、
各
所
属
で

整
備
し
て
い
る
職
員
緊
急
連
絡
網
に

よ
る
参
集
の
連
絡
の
際
に
、
同
時
に

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
災
害
発
生
時
に
そ
れ
ぞ
れ

の
職
員
を
参
集
さ
せ
る
方
法
は
。

﹇
答
弁
﹈
職
員
緊
急
連
絡
網
を
用
い

参
集
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま

す
。
連
絡
手
段
は
、
自
宅
の
電
話
や

携
帯
電
話
を
主
と
し
、
通
じ
な
い
場

合
に
は
、
メ
ー
ル
に
よ
り
対
応
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
家
族
等
の
安
全
が

確
保
さ
れ
な
い
な
ど
、
直
ち
に
参
集

が
困
難
な
場
合
に
は
、
所
属
長
に
報

告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
全
職
員
が
自
動
参
集
す
る

体
制
と
し
て
お
り
ま
す
。

﹇
質
問
﹈
保
育
園
、
小
中
学
校
の
子

供
達
の
安
否
確
認
を
保
護
者
に
は
ど

の
様
に
伝
え
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
地
震
等
災
害
時
、一
斉
メ
ー

ル
に
よ
っ
て
、
学
校
ご
と
に
現
状
を

配
信
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
が

緊
急
避
難
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、
子

供
た
ち
を
校
内
に
留
め
置
い
て
保
護

し
、
保
護
者
に
引
き
渡
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
保
育
園
で
は
、「
保
育
園
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
も
と
づ
き
、
被
害
状

況
・
避
難
先
を
園
に
掲
示
す
る
と
と

も
に
、電
話
、災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
等
、

そ
の
時
点
で
使
用
可
能
な
方
法
を
活

用
し
、
保
護
者
へ
の
連
絡
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈
平
成
23
年
定
例
会
で
の
質

問
以
降
、
猛
暑
対
策
・
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
の
効
果
効
用

と
そ
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
の
研

究
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

﹇
答
弁
﹈
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
冷
房
、
癒
や
し
の
効
果

の
ほ
か
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

や
、
真
夏
の
猛
暑
対
策
に
お
い
て
一

定
の
効
果
が
あ
る
物
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
。
他
市
の
先
進
事
例
を
み
ま

す
と
、ミ
ス
ト
の
冷
却
効
果
が
風
速
・

湿
度
な
ど
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
冷
却
効
果
が
有
効
と
な

る
一
定
の
気
象
条
件
を
満
た
し
た
と

き
に
限
り
自
動
運
転
を
行
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

﹇
質
問
﹈「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」（
新
教
育
長
の
任
命

等
）
は
来
年
４
月
１
日
に
施
行
と
な

る
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
見
解
、

及
び
今
後
の
計
画
は
ど
の
様
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

﹇
答
弁
﹈
主
な
改
正
内
容
は
、
教
育

委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新

「
教
育
長
」
の
設
置
や
「
総
合
教
育

会
議
」
の
設
置
、
教
育
長
へ
の
チ
ェ

ツ
ク
機
能
の
強
化
な
ど
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
な
お
、
改
正
法
で
は
、
施

行
日
に
お
い
て
在
任
中
の
教
育
長
は
、

そ
の
教
育
委
員
と
し
て
の
任
期
が
満

了
す
る
ま
で
、
現
行
制
度
の
教
育
長

と
し
て
在
職
し
、
徐
々
に
新
制
度
に

移
行
し
て
い
く
な
ど
、
様
々
な
経
過

措
置
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
更
な
る
情
報
収
集
に
努
め
、

来
年
４
月
の
改
正
法
の
施
行
に
向
け

て
、
慎
重
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


